
紙袋・油すってポイ(学年実習の製品)（高等部２年生） 

 

10月３日～１４日の学年実習で、高等部２年生は紙袋や「油すってポイ」作りに取り組みました。 

紙袋は、ロール状のクラフト紙を切り出し、取っ手や本体を折って貼り付けて作りました。「油すっ

てポイ」はパルプをミキサーにかけ、お茶パックに詰めたもので、調理後の油を吸収させて廃棄する

ときに使用します。これには、より多くの油を吸収させることができるように、500ｍｌの牛乳パックに

「油すってポイ」２つと新聞紙を入れた大きいサイズのものも作りました。いずれも、「同じ製品を作る」

ことや「使う人を想像する」ことを意識して取り組むことができました。 

 


